
そ
の
他
、
可
決
さ
れ
た
議
案

と
し
て

３
月
定
例
議
会
は
、
町
長
の

☆
蟹
江
町
乳
幼
児
医
療
費
支
給

蟹
江
中
学
校
屋
内
運
動
場

所
信
表
明
、
そ
れ
に
対
す
る
各

条
例
が
一
部
改
正
さ
れ
、
小
学

髙
阪
康
彦

（
体
育
館
）
は
、
昭
和

年
に

派
の
代
表
質
問
が
行
わ
れ
、
議

校
６
年
ま
で
、
入
院
費
一
部
負

３６

建
設
さ
れ
、
建
築
後

年
を
経

会
は

の
議
案
を
可
決
、
決
定

担
金
の
助
成
が
拡
大
さ
れ
ま

漸
く
、
春
ら
し
い
気
候
に
な

４６

３０

過
し
て
老
朽
化
が
著
し
く
、
平

し
ま
し
た
。
主
な
議
案
は
①

す
。
（
町
長
の
公
約
か
ら
、
先

り
、
桜
の
便
り
も
聞
か
れ
る
頃

１８

成

年
に
耐
力
度
調
査
を
実
施

年
度
の
補
正
予
算
、

年
度
予

ず
入
院
だ
け
を
助
成
し
、

年

と
な
り
ま
し
た
。
日
頃
は
応
援

１７

１９

２０

し
た
と
こ
ろ
、
危
険
建
物
と
認

算
の
審
議
。
②
蟹
江
町
安
全
な

度
に
は
通
院
費
を
含
め
た
拡
大

を
戴
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

定
さ
れ
、
増
改
築
が

年
度
内

ま
ち
づ
く
り
条
例
の
制
定
。

を
検
討
）

さ
て
、
春
は
出
会
い
、
別
れ

１９

に
行
わ
れ
る
事
に
な
り
ま
し

③
蟹
江
町
議
会
委
員
会
条
例
の

の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

た
。
建
築
後
は
避
難
場
所
と
し

一
部
改
正
。
等
で
あ
り
ま
し
た
。

議
会
終
了
毎
に
、
発
行
し
て
い

て
も
利
用
可
能
に
な
り
ま
す
。

年
度
の
一
般
会
計
予
算
は

代
表
質
問
は
、
６
会
派
６
氏

る
「
ま
る
い
通
信
」
も

号
と

１９

１６

総
工
費
は
約
７
億
６
千
万

億
９
千
万
円
で
、
前
年
度
予

が
質
問
し
、
私
は
清
新
ク
ラ
ブ

な
り
、
早
く
も
４
年
の
月
日
が

７９

円
。
こ
の
予
算
は
国
の
方
針
に

算
よ
り
８
％
減
と
な
っ
て
い
ま

を
代
表
し
て
、
町
長
の
所
信
表

流
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

よ
り
、

年
度
予
算
に
繰
り
入

す
が
、
こ
れ
は
蟹
中
屋
外
運
動

明
よ
り
、
①
町
債
に
対
す
る
考

そ
れ
は
、
議
員
任
期
の
終
了

１８

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
建

場
の
予
算
を
、

年
度
に
前
倒

え
方
は
。
②
「
か
に
え
活
き
生

年
と
な
り
、
皆
様
か
ら
、
成
績

１８

設
資
金
は
国
の
補
助
金
（
約
９

し
を
し
た
結
果
で
す
。

き
プ
ラ
ン

」
か
ら
そ
の
具
体

表
を
戴
く
年
と
な
り
ま
し
た
。

２１

千
３
百
万
）
を
引
い
た
全
額
が

又
、
公
債
費
（
地
方
債
の
元

的
施
策
は
。
長
寿
会
送
迎
バ
ス

ま
だ
ま
だ
経
験
不
足
で
戸
惑

町
債
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

利
償
還
費
）
は
約
５
億
６
千
万

に
つ
い
て
配
慮
を
。
③
本
町
児

う
事
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
少

円
で
、
歳
出
総

童
館
が
移
転
し
た
と
き
、
現
児

し
は
自
信
が
出
来
て
来
た
よ
う

額
の
７
％
と
な

童
館
の
利
用
と
し
て
学
童
保
育

に
思
い
ま
す
。
こ
の
間
の
一
番

っ
て
い
ま
す
。

の
場
所
に
出
来
な
い
か
。
④
ゴ

の
出
来
事
は
同
じ
会
派
の
横
江

こ
の
公
債
費

ミ
減
量
の
啓
蒙
活
動
や
そ
の
為

氏
が
、
町
長
に
就
任
し
た
事
で

は
年
々
増
加
し

の
施
策
は
。
資
源
ゴ
ミ
の
回
収

有
り
ま
す
。
直
系
会
派
と
し
て
、

て
い
く
事
が
予

回
数
を
増
や
せ
な
い
か
。
⑤
団

い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
具
申
し
つ

想
さ
れ
、
一
層

塊
の
世
代
を
町
の
臨
時
職
員
と

つ
、
町
長
を
支
え
て
行
か
な
け

の
行
財
政
改
革

し
て
、
雇
用
出
来
な
い
か
。
等

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
為
に

が
必
要
と
な
っ

を
質
問
し
ま
し
た
。

は
、
成
績
表
が
良
く
な
い
と
進

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
後
援
会
の
ホ
ー
ム
ペ

級
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
尚
一
層

そ
の
他
、
８

ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
。
一
般
質
問

の
応
援
を
、
伏
し
て
お
願
い
申

つ
の
特
別
会
計

の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
下
さ
い
。

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

を
含
め
、
１
５

質
問
の
原
稿
を
読
む
事
が
出
来

裏
面
に
「
髙
阪
康
彦
事
務
所
」

４
億
円
余
の
予

ま
す
。

の
開
設
の
案
内
を
し
て
い
ま

算
が
組
ま
れ
て

す
。
お
立
ち
寄
り
戴
け
れ
ば
、

い
ま
す
。

幸
甚
に
存
じ
上
げ
ま
す
。



「
健
康
、
観
光
、
改
革
」
の

３
つ
の
Ｋ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

国
か
ら
地
方
へ
の
３
兆
円

市
政
運
営
に
取
り
組
み
、
市

全
員
協
議
会
で
は
、
主
に
、

規
模
の
税
源
移
譲
に
伴
い
、

民
の
健
康
増
進
、
市
の
観
光

①
全
国
都
市
再
生
モ
デ
ル
調
査

陽
春
の
候
、
後
援
会
の
皆
様

個
人
住
民
税
の
所
得
割
の
税

振
興
、
行
財
政
改
革
を
推
進

に
つ
い
て
。
（
蟹
江
高
校
活
用

に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
存

率
を
一
律

％
（
県
民
税
４

し
、
早
く
も
大
き
な
成
果
を

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

じ
上
げ
ま
す
。

１０

％
、
町
民
税
６
％
）
の
税
率

上
げ
て
い
ま
す
。
当
町
も
昨

の
集
計
結
果
報
告
）
②
金
属
類

さ
て
、
左
記
の
通
り
、
後
援

に
改
正
さ
れ
ま
す
。
。
平
成

年

月
に
、
「
足
湯
か
に
え

が
積
み
上
げ
ら
れ
た
家
屋
に
係

会
事
務
所
を
開
設
致
し
ま
す
の

１１

年
４
月
１
日
か
ら
適
用
。

の
郷
」を
オ
ー
プ
ン
す
る
等
、

る
経
過
に
つ
い
て
。
③
機
構
改

で
、
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下

１９（
一
般
的
に
所
得
税
（
国
税
）

温
泉
の
町
蟹
江
を
ア
ピ
ー
ル

革
に
つ
い
て
（
こ
れ
は
民
生
部

さ
い
ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し

は
下
が
り
ま
す
が
、
そ
の
分

し
て
、
観
光
に
力
を
入
れ
て

を
５
課
か
ら
６
課
に
改
変
。
健

上
げ
ま
す
。

個
人
住
民
税
は
高
く
な
り
ま

い
ま
す
。
市
の
観
光
担
当
の

康
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
事
務

す
。
ト
ー
タ
ル
で
は
同
じ
税

方
か
ら
、
温
泉
に
関
し
た
様

量
が
増
加
す
る
た
め
）
④
町
立

日
時

４
月

日
（
木
）

１２

額
と
な
り
ま
す
。
表
参
照
）

々
な
情
報
、
苦
労
話
を
お
聞

西
保
育
所
増
築
工
事
に
つ
い
て

※
所
得
税
は
、
１
月
よ
り
徴

き
し
な
が
ら
、
当
町
の
現
状

⑤
蟹
江
町
国
民
保
護
計
画
の
報

場
所

蟹
江
本
町
字
両
五
１３

収
さ
れ
ま
す
が
、
住
民
税
は

を
話
し
、
有
意
義
な
意
見
交

告
に
つ
い
て
。
⑥
町
税
、
介
護

６
月
か
ら
、
徴
収
が
始
ま
り

換
が
出
来
ま
し
た
。
伊
東
市

保
険
料
、
水
道
料
金
の
不
納
欠

電
話

ー
４
９
８
８

９５

ま
す
。徴
収
時
期
の
違
い
で
、

の
改
革
が
そ
の
ま
ま
当
町
に

損
処
分
に
つ
い
て
、
等
が
話
し

重
税
感
を
感
じ
ま
す
が
、
合

は
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
が
、

合
わ
れ
ま
し
た
。

出
発
式

４
月

日
（
火
）

１７

算
す
る
と
前
年
と
同
じ
に
な

そ
の
考
え
方
は
、
将
来
、
観

☆
議
会
同
意
事
項

午
前
９
時

り
ま
す
。（
定
率
減
税
を
無
視
）

光
行
政
の
参
考
に
な
る
と
思

工
藤
健
三
教
育
委
員
が
辞
職

い
ま
す
。

す
る
た
め
、
石
垣
武
雄
氏
（
前

伊
東
市
役
所
に
て

学
戸
小
学
校
長
）
が
教
育
委
員

に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

去
る
、
２
月

日
、
清
新

１３

ク
ラ
ブ
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
合

２１

同
で
、
観
光
事
業
の
勉
強
の

４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
人

為
、
静
岡
県
伊
東
市
（
人
口

事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

７
万
５
千
人
）
を
、
視
察
研

(

主
な
異
動
は
次
の
通
り)

修
し
ま
し
た
。

会
計
管
理
者

加
賀
松
年

伊
東
市
は
、
国
際
観
光
、
保

水
道
部
次
長

大
河
内
幹
夫

養
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き

消
防
長

上
田
正
治

ま
し
た
が
、
団
体
か
ら
個
人

総
務
部
収
納
課
長

へ
と
観
光
ス
タ
イ
ル
が
転
換

服
部
康
彦

す
る
中
、
来
遊
観
光
客
が
激

議
会
事
務
局
長

松
岡
英
男

減
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

（
敬
称
略
）

〈
後
援
会
資
料
〉

所得税 住民税 合計 所得税 住民税 合計

200万円以下 10% 5% 15% 195万円以下 5% 10% 15%

330万円以下 10% 10% 20% 330万円以下 10% 10% 20%

700万円以下 20% 10% 30% 695万円以下 20% 10% 30%

900万円以下 20% 13% 33% 900万円以下 23% 10% 33%

1800万円以下 30% 13% 43% 1800万円以下 33% 10% 43%

1800万円超 37% 13% 50% 1800万円超 40% 10% 50%

表２． 所得税・住民税の合算税率表

改正前 改正後

課税所得
税 率

課税所得
税 率

課税所得 税率 課税所得 税率

～200万円 5%

200万円から700万円 10%

700万円超 13%

～700万円 2%

700万円超 3%

～200万円 3%

200万円から700万円 8% 6%

700万円超 10%

表１． 税源移譲後の個人住民税

改正前 改正後

個人住民税 10%

4%うち都道府県税

うち市町村民税

一律

一律

一律


